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「夢中」と「笑顔」で50周年！ 

校長  鈴木 晴久 

静岡北特別支援学校は、この4月に開校から満50歳になりました。 
この1年は、「子供たちの、子供たちによる、子供たちのための」子供 

たちが主役となる色々な活動を用意して、50周年の記念の年を、みんな 
で盛り上げていけたらと思っています。 

  そのために、「静岡北特支未来づくり委員会」を立ち上げ、式典班や 
催し班、記念品班、記念誌班、麻活推進班（麻機の豊かな自然を活用した 

本校ならではの学習）、学習発表班を設けて準備を進めているところです。 
催し班では早速、毎週水曜日の昼休みに体育館で「みらいへつなぐ」 

（50周年記念の歌）を希望者で踊る企画を立てました。第1回目の5月22日 
は、小学部、中学部、高等部から大勢の子供たち、教員が集まり、みんなが笑顔で、 

楽しく踊っていました。これからが楽しみです。 
  学校教育目標は 「夢中」と「笑顔」で 共生社会を生きるひと です。 
夢中と笑顔あふれる50周年の学校づくりを目指していきたいと思いますので、地域の皆様、保護者
の皆様には今後、御協力・御支援をお願いすることもあろうかと思います。その時は、子供たちのために

力を貸していただけますようお願い申し上げます。 
今、この瞬間も学校中に「夢中」と「笑顔」が溢れています。令和6年度も、よろしくお願いします！ 

 
＜学校教育目標具現化の三つの柱＞          

 
 

 
 

 
 

 
小学部 ～みんなと元気に自分から取り組む児童～ 

 
 今年度の小学部は新入生 2９人を迎え、152人となりました。一人一人が自分のやることが分かり、夢中
になって取り組むことで、「できた！」や「もっとやりたい！」という笑顔がたくさん見られるように、以下のこと
を学部目標に掲げて取り組みます。 
 
 
 
 
 
 小学部では、基本的な生活習慣とそれを行う技能を身に付けることや、身近な人や身の回りのものに関
心を持ち、自分から関わろうとする意欲を育てることを通して、子供達が自信をもって活動に取り組めるよ
う支援していきます。御理解、御協力をお願いいたします。 

（小学部主事 大橋美智代） 
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麻活キャラクター 

「あさ・ちゅ～」 

元気に思い切り活動する児童 
身の回りのことが自分でできる児童 
人やものに興味を持ち、みんなと仲良く関わる児童 

 

み
ん
な
と 

げ
ん
き
に

 

じ
ぶ
ん
か
ら 



 

中学部 ～自ら考え、仲間と共に進んで活動する生徒～ 
 今年度は、生徒総数 66人でスタートしました。小学部で培った力をより確実なものにしながら、卒業後
の進路や社会生活を視野に入れた教育を推進していく学部です。そのため、「大人への入口」に立った
中学部の生徒たちには、目まぐるしく移り変わる社会の変化にも対応していくための学習場面が増えて
いきます。そうした中で、「自ら考えたり、気付いたりしながら、自分なりの方法で仲間と協力して進んで
活動する生徒」を目指し、以下のことを目標に迫る生徒の具体像として教育活動を展開していきます。 

  
 
 
 
 
 

中学部に在籍する３年間は、心も体も大きな成長が見られる時期です。この時期に、家庭、地域、学校
という集団生活の中で、自分の役割を持って、人のために何かをする意欲を育てていくことも大切です。
心身の成長や変化に合わせて、より豊かで自立した家庭生活、地域生活を送る力を培えるよう、保護者
の皆様と一緒に取り組んでいきます。よろしくお願いします。 

（中学部主事 郡 哲也） 

高等部   ～地域で学び 働くことに喜びをもつ生徒～ 

新入生６４人を迎え、総生徒数 1９３人で令和６年度が始まりました。 
高等部は、学部目標達成に向け以下の生徒像を目指して取り組みます。 

【学部目標に迫る具体像と指導方針】 
  〇最後までやり抜く生徒 
  〇自他を大切にし、仲間意識をもつ生徒 
  〇働くことに喜びをもつ生徒 

 
また、「麻機で生活する私たちの、私たちによる、私たちのための活動」＝「麻活」の取組 は、総合的な
探求の時間等で、麻機遊水地について調べたり写真撮影をしたりする活動を行います。作業学習では、
地域で活躍する働く大人と共に作業をしたり麻機をテーマにした製品開発をしたりしながら、働くことの
楽しさや意義を実感し主体的に活動する力が更に高まるよう取り組んでいきます。生徒が自信をもって物
事に取り組む姿を目指していきます。皆様の御理解、御協力、御支援をお願いいたします。 

       （高等部主事 青山 和幸） 

本校自慢の「麻活」 

 

 

 

  本校で麻活が始まり、11年目となりました。高等部から始まった麻活は小学部と中学部にも広がり、
全校で取り組んでいます。小学部は「遊ぶ・歩く・知る」、中学部は「調べる・伝える」、高等部は「知る・実
践・発信、働く」をテーマに学びを深めます。今年度は、地域とつながることはもちろん、他学部との「つな
がり」を意識した教育活動を充実させていきます。今後、学校便りや学年便りで活動の様子をお知らせ
していきます。                       

（つながる麻活推進課  深澤 雄紀） 

 

 

 
【本校への連絡】 電 話 054‐245‐8191 FAX 054‐245‐9983 

E-mail  shizuokakita-sh@edu.pref.shizuoka.jp 地域連携課 
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【目標に迫る生徒の具体像】 
〇目的や目標を持ち、活動に集中して、最後まで取り組む生徒  
〇自ら気付いて行動する生徒 
〇仲間と協力して集団生活ができる生徒 

“麻機で生活する私たちの、私たちによる、私たちの活

動、それが「麻活」”です。麻機遊水地を中心に麻機の

地域で、小学部から高等部までの児童生徒が地域と協

働した教育、実践を行っています。 

高等部生徒が考案した「あさちゅ～ 」 

高等部の生徒の麻機のお話を
聞く小学部の児童たち 


